
史
観
第
一
七
七
冊

二
〇

は
じ
め
に

本
稿
は
三
国
呉
の
初
代
皇
帝
で
あ
る
孫
権
に
よ
る
対
外
政
策
の
中

で
展
開
さ
れ
た
、
馬
匹
獲
得
戦
略
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
孫
権

の
対
外
政
策
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
基
本
的
に
時
期
・
方
面
を

限
定
し
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
多
く
は
敵
対
す
る

魏
へ
の
牽
制
・
圧
力
を
大
き
な
理
由
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
本
稿
で
は
、
時
期
に
よ
る
対
外
政
策
方
針
の
変
遷
を
見
て

い
き
な
が
ら
、
魏
へ
の
牽
制
を
主
目
的
と
す
る
先
行
研
究
の
議
論
を

再
検
討
し
、
孫
権
の
対
外
政
策
に
お
い
て
、
実
際
は
馬
匹
の
入
手
が

大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
い
。

孫
権
の
対
外
政
策
、
特
に
対
遼
東
政
策
に
つ
い
て
、
は
じ
め
て
の

本
格
的
な
考
察
を
行
っ
た
重
松
俊
章
氏
は
、
孫
権
と
遼
東
・
高
句
麗

と
の
関
係
に
つ
い
て
『
三
国
志
』
各
所
に
散
見
さ
れ
る
記
述
を
時
系

列
順
に
整
理
し
た
後
、
呉
の
対
遼
東
政
策
の
目
的
と
し
て
魏
へ
の
牽

制
と
軍
馬
の
補
充
の
二
点
を
挙
げ
る（

（
（

。
黎
虎
氏
は
、
遼
東
が
孫
権
の

重
要
な
戦
略
目
標
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
遼
東
遣
使
の
目
的
は
、
対

魏
牽
制
・
馬
匹
の
入
手
、
ひ
い
て
は
天
下
統
一
へ
の
足
が
か
り
と
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
と
論
ず
る（

（
（

。
菊
地
大
氏
は
孫
権
の
遼
東
・
高
句

麗
・
東
方
海
上
と
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
対
外
政
策
を
方
面
ご

と
に
論
じ
、
こ
れ
ら
全
体
の
目
的
が
魏
へ
の
対
抗
に
あ
っ
た
と
考
察

す
る（

（
（

。
氏
は
、
対
遼
東
政
策
の
目
的
は
単
に
馬
匹
入
手
だ
け
に
は
留

ま
ら
ず
、
対
魏
牽
制
・
挟
撃
の
構
え
を
作
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
し
、

ま
た
対
高
句
麗
政
策
の
目
的
に
つ
い
て
も
、
馬
匹
の
入
手
を
挙
げ
た

三
国
呉
の
孫
権
に
よ
る
対
外
政
策
に
つ
い
て
の
考
察

　
　

 

馬
匹
獲
得
戦
略
を
中
心
に 　
　

伊
　
藤
　
光
　
成



三
国
呉
の
孫
権
に
よ
る
対
外
政
策
に
つ
い
て
の
考
察

二
一

上
で
、
高
句
麗
と
結
ん
で
公
孫
氏
政
権
を
牽
制
し
よ
う
と
し
た
も
の

で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
近
年
で
は
、
渡
邉
義
浩
氏
が
、
呉
の
対
外

政
策
を
独
自
の
国
際
秩
序
構
築
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
直
す
論
を
展

開
し
、
対
北
方
政
策
に
は
、
対
魏
牽
制
と
共
に
呉
の
国
際
秩
序
を
北

方
に
及
ぼ
す
目
的
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
い
る（

（
（

。
氏
の
論
は
、
馬

匹
の
購
入
は
遣
使
の
名
目
で
あ
っ
た
と
す
る
点
に
お
い
て
も
、
先
行

研
究
と
一
線
を
画
す
。

こ
の
よ
う
に
、
重
松
氏
が
呉
の
対
遼
東
政
策
の
目
的
と
し
て
魏
へ

の
牽
制
と
軍
馬
の
補
充
の
二
点
を
指
摘
し
て
以
降
、
先
行
研
究
に
お

い
て
は
氏
の
見
方
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
内
の
前
者
が

強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
公
孫
氏
政
権
を
中
心
に

当
時
の
国
際
情
勢
を
論
じ
た
西
嶋
定
生
氏
（
（
（

や
大
庭
脩
氏
（
（
（

、
三
世
紀
前

半
に
お
け
る
高
句
麗
の
対
外
政
策
を
論
じ
た
余
昊
奎
氏
（
（
（

ら
も
魏
へ
の

牽
制
・
包
囲
を
呉
の
対
遼
東
政
策
の
目
的
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
魏

へ
の
牽
制
の
た
め
の
対
外
政
策
の
存
在
を
前
提
と
し
た
上
で
論
を
展

開
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
馬
匹
獲
得
は
副
次
的
な

も
の
で
あ
り
、
第
一
目
的
は
魏
へ
の
牽
制
・
包
囲
に
あ
っ
た
と
す
る

理
解
が
一
般
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
見
方
に

は
、
①
史
料
に
即
し
た
検
討
が
不
足
し
て
お
り
、
魏
へ
の
牽
制
が
目

的
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論
あ
り
き
で
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
点
、
②

遼
東
へ
の
遣
使
が
黄
龍
元
年
（
二
二
九
）
以
降
本
格
化
す
る
理
由
に

つ
い
て
明
確
で
は
な
い
点
、
③
他
方
面
へ
の
対
外
政
策
と
の
関
連
性

へ
の
言
及
が
さ
れ
て
い
な
い
、
も
し
く
は
不
十
分
で
あ
る
点
、
と

い
っ
た
問
題
点
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
渡
邉
氏
は
独
自
の
国
際
秩

序
の
構
築
と
い
う
観
点
か
ら
、
公
孫
氏
政
権
を
内
臣
に
、
高
句
麗
を

外
臣
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
対
北
方
政
策
の
目
的
と
す
る
が
、
公
孫

氏
政
権
と
の
断
交
の
後
に
高
句
麗
と
の
関
係
が
本
格
化
す
る
点
に
つ

い
て
、
合
理
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
問
題
点
を

踏
ま
え
、
孫
権
の
対
外
政
策
は
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
方
針
・
動

機
付
け
に
よ
る
も
の
と
言
え
る
の
か
、
再
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
孫
権
の
対
外
政
策
の
実
情
を
史
料
に
即
し
て
分
析
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
検
討
し
た
い
。

第
一
章
　�

遼
東
遣
使
に
至
る
経
緯�

　
―
魏
及
び
士
氏
政
権
と
の
関
係
―

第
一
節
　
馬
匹
獲
得
の
動
機

本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
孫
権
の
馬
匹
獲
得
戦
略
の
考
察
に
入
る
前

に
、
ま
ず
は
孫
権
が
馬
匹
を
求
め
る
動
機
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た

い
。
次
頁
の
表
は
、
当
時
の
諸
勢
力
に
お
け
る
軍
の
兵
馬
の
比
率

を
、『
三
国
志
』
及
び
裴
注
よ
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
曹
操
や
華
北
の
諸
勢
力
と
呉
と
の
間
に
は
、
兵
馬
の
比
率
に

約
四
～
八
倍
の
差
が
存
在
し
て
い
た
。
単
純
比
較
は
出
来
な
い
が
、



史
観
第
一
七
七
冊

二
二

江
南
地
域
に
お
い
て
馬
匹
の
入
手
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
と

言
え
る
。
ま
た
、
遼
東
に
割
拠
し
た
公
孫
度
が
、
曹
操
や
袁
紹
を
も

上
回
る
比
率
で
騎
馬
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

更
に
、
当
時
の
情
勢
に
目
を
移
せ
ば
、
建
安
十
三
年
（
二
〇
八
）

の
赤
壁
の
戦
い
後
よ
り
続
い
た
曹
操
と
の
対
峙
が
、
馬
匹
獲
得
の
動

機
と
し
て
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
孫
権
は
、
赤
壁
の
戦
い
の
同
年
に

自
ら
が
行
っ
た
合
肥
攻
め
に
失
敗
し
て
お
り
、
建
安
十
九
年
（
二
一

四
）
に
は
、
十
万
の
軍
で
攻
め
る
も
敗
退
す
る（

（
（

等
、
合
肥
を
巡
る
戦

い
に
お
い
て
劣
勢
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
黄
武
元
年
（
二
二

二
）
の
濡
須
口
の
戦
い
で
の
勝
利
後
は
、
馬
匹
を
用
い
た
陸
戦
が
主

体
と
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ（

（
（

、
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
、
魏
の
文

帝
は
合
肥
・
襄
陽
を
対
呉
戦
線
の
最
前
線
と
位
置
づ
け
て
い
る（
（1
（

。

こ
の
よ
う
に
、
孫
権
は
、
元
来
馬
匹
の
入
手
が
難
し
い
江
南
地
域

を
根
拠
地
と
し
な
が
ら
も
、
当
時
の
情
勢
は
曹
魏
勢
力
に
対
抗
す
る

た
め
の
軍
馬
の
増
強
を
要
求
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し

た
状
況
下
、
孫
権
は
馬
匹
獲
得
に
向
け
て
様
々
な
方
策
に
出
る
。

第
二
節
　
曹
魏
勢
力
と
の
関
係

孫
権
が
馬
匹
を
入
手
し
た
先
を
考
え
る
上
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の

が
、
曹
魏
勢
力
と
の
関
係
で
あ
る
。
建
安
二
十
二
年
（
二
一
七
）、

荊
州
を
巡
る
劉
備
と
の
対
立
を
背
景
に
、
孫
権
は
曹
操
に
降
り
、
婚

姻
を
結
ん
で
関
係
改
善
を
図
っ
た（
（1
（

。
そ
し
て
荊
州
を
守
っ
て
い
た
関

羽
を
破
っ
た
建
安
二
十
四
年
（
二
一
九
）、
許
昌
に
遣
使
し
た
際
に

は
、
漢
の
朝
廷
へ
の
奉
献
と
共
に
馬
匹
の
買
い
付
け
を
行
っ
て
い

る
（
（1
（

。
こ
こ
か
ら
、
曹
操
と
の
関
係
に
よ
っ
て
馬
匹
の
入
手
ル
ー
ト
を

も
得
た
こ
と
が
分
か
る
。

延
康
元
年
（
二
二
〇
）、
孫
権
は
死
去
し
た
曹
操
の
後
を
継
い
だ

曹
丕
に
遣
使
し
て
い
る（
（1
（

。
こ
の
後
曹
丕
は
皇
帝
に
即
位
し
（
文
帝
）、

他 蜀
漢

魏 呉 勢
力

公
孫
度

袁
紹
呂
布
劉
備
朱
霊
曹
彰
周
瑜
孫
策
人
物
名

中
原
侵
攻
へ
の
動
員（
未
遂
）

曹
操
と
の
戦
い
へ
の
動
員

劉
備
の
救
援

対
呉
戦
へ
の
動
員

許
都
守
備
軍

烏
丸
討
伐
戦

孫
策
へ
の
合
流
時
の
軍
勢

劉
繇
撃
破
後
に
集
ま
っ
た
軍
勢

状
況

建
安
九
年（
二
〇
四
）

建
安
五
年（
一
九
五
）頃

建
安
二
年（
一
九
七
）頃

黄
初
三
年（
二
二
二
）

建
安
十
年（
二
〇
五
）頃

建
安
二
三
年（
二
一
八
）

興
平
二
年（
一
九
五
）頃

興
平
二
年（
一
九
五
）頃

年
代

兵
三
万
／
騎
馬
一
万

兵
十
万
／
騎
馬
一
万

兵
千
／
騎
馬
二
百

兵
四
万
／
騎
馬
二
・
三
千

兵
五
千
／
騎
馬
千

兵
千
／
騎
馬
数
百

兵
二
千
／
騎
馬
五
十

兵
二
万
余
／
騎
馬
千
余

兵
馬
数

三
対
一

一
〇
対
一

五
対
一

一
三
～
二
〇
対
一

五
対
一

最
低
五
対
一

四
〇
対
一

二
〇
対
一
兵
馬
比
率

巻
一
一

巻
六
巻
七
巻
三（『
魏
書
』）

巻
一
七（『
魏
書
』）

巻
一
九

巻
五
四

巻
四
六（『
江
表
伝
』）

巻
数（
裴
注
史
料
名
）



三
国
呉
の
孫
権
に
よ
る
対
外
政
策
に
つ
い
て
の
考
察

二
三

魏
を
建
国
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
孫
権
が
曹
魏
勢
力
と
の
関
係
継
続

を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
文
帝
は
黄
初
二
年
（
二
二
一
）、

孫
権
を
呉
王
に
封
じ
る
と
共
に
馬
四
百
匹
を
下
賜
し
て
い
る（
（1
（

。
こ
れ

は
文
帝
が
孫
権
の
需
要
を
理
解
し
、
下
賜
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
魏
か
ら
の
厚
遇
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

こ
の
疑
問
を
解
く
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
文
帝
が
呉
王
封
建
と

同
年
、
孫
権
に
真
珠
・
象
牙
等
十
品
目
の
南
方
物
産
を
要
求
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る（
（1
（

。
こ
れ
ら
の
物
産
は
、
後
述
す
る
士
氏
政
権
と
の
関

係
で
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
魏
は
独
力
で
は
入
手
が
難
し
い

南
方
物
産
の
供
給
先
と
し
て
呉
に
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
孫
権
は
曹
魏
勢
力
と
の
関
係
に
よ
っ
て
馬
匹
の
入

手
ル
ー
ト
を
確
保
し
た
。
両
者
の
関
係
は
、
魏
に
お
い
て
も
南
方
物

産
の
入
手
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
存
在
し
た
た
め
、
維
持
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
呉
の
魏
へ
の
臣
事
は
表
面
的

な
も
の
で
あ
り
、
関
係
の
断
絶
は
避
け
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

う
し
た
中
、
呉
独
自
の
馬
匹
の
入
手
先
と
し
て
着
目
さ
れ
る
の
が
、

嶺
南
の
士
氏
政
権
で
あ
る
。

第
三
節
　
士
氏
政
権
と
の
関
係

後
漢
末
期
に
交
趾
太
守
と
な
っ
た
士
燮
は
、
嶺
南
地
域
の
政
情
不

安
の
間
隙
を
縫
っ
て
台
頭
し
、
朝
廷
か
ら
交
州
七
郡
を
「
董
督
」
す

る
権
限
を
獲
得
、
事
実
上
の
「
交
州
牧
」
と
し
て
嶺
南
地
域
に
君
臨

し
て
い
た（
（1
（

が
、
建
安
十
五
（
二
一
〇
）
年
、
孫
権
が
交
州
刺
史
に
任

じ
た
步
騭
に
対
し
て
兄
弟
と
共
に
服
属
し
た（
（1
（

。

服
属
し
た
士
氏
政
権
は
、
孫
権
に
対
し
て
様
々
な
物
産
を
献
上
す

る
。『
三
国
志
』
巻
四
九
呉
書
士
燮
伝
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

燮
每
遣
使
詣
權
、
致
雜
香
・
細
葛
、
輒
以
千
數
、
明
珠
・
大

貝
・
流
離
・
翡
翠
・
瑇
瑁
・
犀
・
象
之
珍
奇
物
、
異
果
・
蕉
・

邪
・
龍
眼
之
屬
、
無
歲
不
至
。
壹
時
貢
馬
凡
數
百
匹
。
權
輒
爲

書
、
厚
加
寵
賜
、
以
答
慰
之
。

（
燮
遣
使
す
る
每
に
權
に
詣
り
、
雜
香
・
細
葛
を
致
す
こ
と
、

輒
ち
千
を
以
て
數
え
、
明
珠
・
大
貝
・
流
離
・
翡
翠
・
瑇
瑁
・

犀
・
象
の
珍
奇
な
る
物
、
異
果
・
蕉
・
邪
・
龍
眼
の
屬
、
歲
ご

と
に
至
ら
ざ
る
は
無
し
。
壹
時
に
馬
を
貢
す
る
こ
と
凡
そ
數
百

匹
。
權
輒
ち
書
を
爲
し
、
厚
く
寵
賜
を
加
え
、
以
て
答
え
之
を

慰
む
。）

こ
の
よ
う
に
、
士
燮
は
様
々
な
物
産
を
献
上
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

文
帝
か
ら
要
求
さ
れ
た
品
目
と
多
く
が
一
致
す
る（
（1
（

。
こ
こ
か
ら
曹
魏

勢
力
と
の
関
係
維
持
に
、
士
氏
政
権
の
も
た
ら
す
南
方
物
産
が
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
特
に

注
目
し
た
い
の
は
、
献
上
品
と
し
て
馬
匹
数
百
匹
が
記
さ
れ
る
こ
と
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で
あ
る
。
こ
れ
ら
、
士
氏
政
権
の
献
上
品
に
関
す
る
記
述
を
検
討
し

た
川
手
翔
生
氏
は
、
士
燮
が
献
上
し
た
物
産
の
多
く
が
交
州
で
採
取

可
能
な
も
の
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
は
馬
匹
を
含
め
、
南
中

（
益
州
南
部
）
で
も
採
取
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
南
中

と
の
交
易
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
物
産
を
入
手
し
て
い
た
可
能
性
を
指

摘
し
て
い
る（
（1
（

。
つ
ま
り
、
孫
権
は
、
士
氏
政
権
が
把
握
す
る
南
中
と

の
交
易
ル
ー
ト
を
経
由
し
て
馬
匹
を
入
手
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、「
歳
ご
と
に
到
ら
ざ
る
は
無
」
か
っ
た
品
目
と
は
別
に
、「
壹

時
」
の
献
上
品
と
し
て
記
す
よ
う
に
、
安
定
的
な
貢
納
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
情
勢
下
、
安
定
的
な
馬
匹
入
手
の
た
め
に
は
、
南
方
と

平
行
し
て
北
方
ル
ー
ト
の
確
保
も
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
先

述
し
た
曹
魏
勢
力
と
の
関
係
維
持
の
他
に
、
孫
権
は
建
安
年
間
に
既

に
遼
東
へ
の
遣
使
を
行
っ
て
い
た
。『
三
国
志
』
巻
二
魏
書
公
孫
度

伝
の
裴
注
に
引
く
『
魏
略
』
が
載
せ
る
公
孫
淵
の
上
表
文
に
は
、
淵

の
父
康
の
時
代
に
孫
権
か
ら
の
使
者
を
殺
し
た
た
め
に
、
孫
権
が
恨

み
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。
試
み
自
体
は
失
敗
に
終

わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
早
期
に
遼
東
と
の
関
係
構
築
を
構
想
し
て
い

た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
四
節
　
南
中
の
叛
乱
へ
の
関
与

黄
初
三
年
（
二
二
二
）、
孫
権
が
人
質
を
送
る
こ
と
を
拒
否
し
た

こ
と
が
原
因
で
、
魏
は
呉
へ
侵
攻
。
孫
権
は
独
自
の
元
号
（
黄
武
）

を
建
て
て
自
立
す
る
と
共
に
、
劉
備
に
使
者
を
送
っ
て
蜀
漢
と
再
び

同
盟
を
結
ん
だ（
（2
（

。
魏
と
の
断
絶
は
、
北
方
か
ら
の
馬
匹
入
手
ル
ー
ト

を
失
う
こ
と
を
も
意
味
す
る
た
め
、
必
然
的
に
南
中
と
の
交
易
ル
ー

ト
の
重
要
性
が
増
す
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
孫
権
は
南
中

へ
の
関
与
を
強
め
て
い
く
。

黄
武
二
年
（
二
二
三
）、
つ
ま
り
再
同
盟
の
翌
年
に
劉
備
が
死
去

す
る
と
、
そ
の
報
を
聞
い
た
南
中
豪
族
の
雍
闓
ら
が
蜀
漢
に
反
乱
を

起
こ
し
た
。『
三
国
志
』
呉
書
士
燮
伝
に
、

燮
又
誘
導
益
州
豪
姓
雍
闓
等
、
率
郡
人
民
使
遙
東
附
。
權
益
嘉

之
、
遷
衞
將
軍
、
封
龍
編
侯
、
弟
壹
偏
將
軍
・
都
鄉
侯
。

（
燮
又
た
益
州
の
豪
姓
雍
闓
等
を
誘
導
し
、
郡
の
人
民
を
率
い

て
遙
か
に
東
附
せ
し
む
。
權
益
〻
之
を
嘉
し
、
衞
將
軍
に
遷

し
、
龍
編
侯
に
封
じ
、
弟
壹
を
偏
將
軍
・
都
鄉
侯
と
す
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
雍
闓
ら
の
反
乱
を
誘
導
し
た
の
は
士
燮
で
あ
っ

た
。
孫
権
は
こ
れ
に
乗
じ
て
雍
闓
を
永
昌
太
守
に
任
じ
（
（2
（

、
劉
璋
の
子

で
あ
る
劉
闡
を
益
州
刺
史
に
任
じ
て
交
州
と
益
州
の
境
界
に
派
遣
す

る
（
（2
（

等
積
極
的
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
。
反
乱
自
体
を
孫
権
が
指
嗾
し

た
か
否
か
ま
で
は
不
明
だ
が
、
豪
族
と
の
仲
介
役
と
し
て
士
氏
政
権

が
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
、
彼
ら
が
交
易
等
を
通
じ
て
交
流
が
あ
っ
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た
証
左
と
言
え
る
。
孫
権
と
し
て
は
、
反
乱
を
機
に
、
馬
産
地
で
あ

る
南
中
を
影
響
下
に
置
こ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

呉
は
、
南
中
豪
族
の
叛
乱
の
後
に
、
自
立
後
も
続
い
て
い
た
魏
と
の

往
来
を
絶
っ
て
い
る（
（2
（

。
こ
れ
は
蜀
漢
の
使
者
で
あ
る
鄧
芝
の
説
得
を

受
け
て
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
南
中
豪
族
の
服
属
が
、
孫
権
の
判
断

に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
高
い
。
と
こ
ろ
が
雍
闓
ら
は
内
訌
で
殺

さ
れ
、
反
乱
自
体
も
諸
葛
亮
の
南
征
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
る（
（2
（

。
ま

た
、
士
燮
も
黄
武
五
年
（
二
二
六
）
に
死
去
し
、
呉
と
南
中
と
の
繋

が
り
は
断
た
れ
た
。

孫
権
は
こ
の
後
、
交
州
支
配
の
強
化
を
目
指
し
、
交
州
を
分
割
し

て
広
州
を
置
き
、
士
燮
の
後
任
の
交
趾
太
守
に
陳
時
を
派
遣
す
る
等

の
施
策
を
行
う
が
、
こ
れ
に
抵
抗
し
た
士
燮
の
子
士
徽
ら
は
呉
に
反

旗
を
翻
す
。『
三
国
志
』
巻
六
〇
呉
書
呂
岱
伝
に
よ
る
と
、
討
伐
に

当
た
っ
た
呂
岱
は
士
氏
一
族
を
処
刑
し
て
反
乱
を
鎮
圧
し
た
後
、
広

州
を
廃
止
し
て
再
び
一
州
に
戻
し
、
そ
の
ま
ま
交
州
刺
史
と
し
て
駐

屯
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
黄
龍
三
年
（
二
三
一
）
に
呂
岱
が
長
沙

へ
と
転
任
す
る
際
の
薛
綜
の
上
疏
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
交
州
に
は
賊

が
跋
扈
し
て
お
り
、
完
全
に
平
定
さ
れ
て
は
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た（
（2
（

。

治
安
が
回
復
さ
れ
て
い
な
い
交
州
か
ら
の
物
産
の
入
手
（
（2
（

や
、
南
中
と

の
交
易
ル
ー
ト
の
再
構
築
は
難
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

広
州
・
交
州
を
一
州
に
戻
し
た
の
は
黄
武
五
年
の
こ
と
で
あ
る（
（2
（

た
め
、

孫
権
は
、
皇
帝
に
即
位
す
る
黄
龍
元
年
（
二
二
九
）
頃
に
は
こ
う
し

た
交
州
の
状
況
を
把
握
し
、
南
方
か
ら
の
馬
匹
の
入
手
を
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

孫
権
は
、
魏
と
の
断
交
・
南
中
と
の
断
絶
に
よ
っ
て
新
た
な
馬
匹

の
入
手
ル
ー
ト
を
構
築
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
孫
権

は
遼
東
に
再
び
目
を
向
け
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

第
二
章
　
対
遼
東
政
策
の
目
的

第
一
節
　
燕
王
封
建
に
至
る
ま
で
の
関
係

呉
か
ら
遼
東
へ
の
使
者
と
し
て
、
時
期
と
使
者
の
名
が
明
確
に
見

え
る
の
は
、
黄
龍
元
年
五
月
に
派
遣
さ
れ
た
張
剛
と
管
篤
、
嘉
禾
元

年
（
二
三
二
）
三
月
に
派
遣
さ
れ
た
周
賀
と
裴
潜
で
あ
る（
（2
（

。
し
か

し
、『
三
国
志
』
魏
書
公
孫
度
伝
の
裴
注
に
引
く
『
魏
略
』
に
掲
載

す
る
、
遼
東
か
ら
魏
に
送
っ
た
上
書
に
よ
っ
て
、
孫
権
は
使
者
を
連

年
派
遣
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る（
（3
（

。
黄
龍
二
～
三
年
の
間
に
も
遣
使

が
行
わ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
孫
権
に
よ
る
遼
東
遣
使
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は

対
魏
牽
制
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
見
方
が
一
般
的
で
あ
る

こ
と
は
先
述
し
た
。
嘉
禾
元
年
十
月
、
公
孫
淵
は
周
賀
ら
の
帰
国
に

際
し
宿
舒
・
孫
綜
を
随
行
さ
せ
て
藩
属
を
申
し
出
て
お
り（
（3
（

、
こ
れ
を

孫
権
の
求
め
に
応
じ
た
も
の
と
考
え
れ
ば
、
遼
東
へ
の
遣
使
は
公
孫

淵
の
服
属
を
目
的
と
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
に
不
自
然
さ
は
な
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い
。
し
か
し
、『
三
国
志
』
魏
書
公
孫
度
伝
の
裴
注
に
引
く
『
魏
書
』

が
掲
載
す
る
、
公
孫
淵
が
呉
に
遣
使
し
た
こ
と
を
受
け
て
魏
が
遼
東

の
官
民
に
与
え
た
布
告
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
見
え
る
。

比
年
已
來
、
復
遠
遣
船
、
越
渡
大
海
、
多
持
貨
物
、
誑
誘
邊

民
。
邊
民
無
知
、
與
之
交
關
。
長
吏
以
下
、
莫
肯
禁
止
。
至
使

周
賀
浮
舟
百
艘
、
沈
滯
津
岸
、
貿
遷
有
無
。
既
不
疑
拒
、
齎
以

名
馬
、
又
使
宿
舒
隨
賀
通
好
。 

（
比
年
已
來
、
復
た
遠
く
船
を
遣
わ
し
て
、
大
海
を
越
渡
し
、

多
く
貨
物
を
持
し
、
邊
民
を
誑
誘
せ
し
む
。
邊
民
無
知
に
し

て
、
之
と
交
關
す
。
長
吏
以
下
、
肯
え
て
禁
止
す
る
莫
し
。
周

賀
を
し
て
舟
百
艘
を
浮
か
べ
、
津
岸
に
沈
滯
し
、
有
無
を
貿
遷

せ
し
む
る
に
至
る
。
既
に
疑
い
拒
ま
ず
、
齎
す
に
名
馬
を
以
て

し
、
又
た
宿
舒
を
し
て
賀
に
隨
い
通
好
せ
し
む
。）

魏
は
、
呉
が
遼
東
の
民
を
誑
か
し
て
交
易
を
行
い
、
周
賀
が
派
遣

さ
れ
た
際
に
は
舟
百
艘
に
及
ぶ
規
模
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
非
難
す

る
。「
比
年
已
來
、
復
た
」
と
の
表
現
は
、
呉
・
遼
東
間
の
交
易
が

継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
、
魏
の
重
臣
辛

毗
が
、
遼
東
で
馬
匹
を
購
入
す
る
孫
権
の
動
き
を
警
戒
し
て
い
る
こ

と
（
（3
（

か
ら
、
交
易
品
が
馬
匹
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
公
孫
淵
は
孫

権
に
宛
て
た
上
表
文
の
中
で
、
呉
か
ら
の
使
者
を
拒
ん
で
い
た
こ
と

を
述
べ
て
い
る（
（3
（

が
、
そ
の
一
方
で
配
下
の
官
吏
た
ち
は
、
呉
と
の
交

易
を
黙
認
し
て
い
た
。
嘉
禾
元
年
に
至
る
ま
で
、
両
者
の
関
係
は
、

秘
密
裏
の
交
易
が
主
軸
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
孫
権
は
、
公
孫
氏
政
権
と
の
間
に
同
盟
・
服
属
と

い
っ
た
政
治
的
関
係
を
持
た
な
い
交
易
の
み
の
関
係
を
構
築
し
て
お

り
、
公
孫
淵
を
服
属
さ
せ
る
た
め
に
遼
東
へ
遣
使
し
た
と
は
考
え
難

い
。
孫
権
の
目
的
は
あ
く
ま
で
も
馬
匹
の
入
手
に
あ
っ
た
と
見
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

第
二
節
　
燕
王
封
建
と
公
孫
淵
の
裏
切
り

前
節
で
見
た
よ
う
な
交
易
を
中
心
と
し
た
呉
・
遼
東
関
係
が
大
き

く
転
換
す
る
の
は
、
嘉
禾
元
年
の
公
孫
淵
の
遣
使
と
、
そ
の
翌
年
の

孫
権
に
よ
る
公
孫
淵
の
燕
王
封
建
（
（3
（

で
あ
る
。
し
か
し
、
孫
権
が
服
属

を
求
め
て
い
な
い
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
嘉
禾
元
年
の
公
孫
淵
の
遣
使

は
如
何
な
る
経
緯
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
三
国
志
』
巻
二
六
魏
書
田
豫
伝
に
は
、
公
孫
淵
の
遣
使
に
先
立

ち
、
魏
に
よ
る
遼
東
討
伐
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

太
和
末
、
公
孫
淵
以
遼
東
叛
。
…
…
乃
使
豫
以
本
官
督
青
州
諸

軍
、
假
節
、
往
討
之
。
會
吳
賊
遣
使
、
與
淵
相
結
。
帝
以
賊
眾

多
、
又
以
渡
海
、
詔
豫
使
罷
軍
。 

（
太
和
末
、
公
孫
淵
遼
東
を
以
て
叛
す
。
…
…
乃
ち
豫
を
し
て
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本
官
を
以
て
青
州
諸
軍
を
督
し
、
節
を
假
し
て
、
往
き
て
之
を

討
た
せ
し
む
。
會
〻
吳
賊
使
を
遣
わ
し
、
淵
と
相
結
ぶ
。
帝
、

賊
眾
の
多
き
こ
と
を
以
て
、
又
た
渡
海
す
る
こ
と
を
以
て
、
豫

に
詔
し
て
軍
を
罷
め
し
む
。）

嘉
禾
元
年
（
二
三
二
、
魏
の
太
和
六
年
（
（3
（

）、
公
孫
淵
の
「
叛
」
を
受

け
て
魏
の
明
帝
は
遼
東
征
伐
を
決
断
す
る
。
公
孫
淵
が
密
か
に
呉
と

交
易
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
、
魏
に
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
田

豫
率
い
る
遼
東
征
伐
軍
の
侵
攻
を
前
に
、
公
孫
淵
は
折
し
も
遣
使
し

て
き
た
呉
と
結
ぶ
こ
と
を
決
意
し
、
そ
の
結
果
、
魏
を
撤
退
さ
せ
て

い
る
。
こ
う
し
た
情
勢
下
、
公
孫
淵
は
呉
に
藩
属
を
申
し
出
る
の
で

あ
る
。
呉
の
重
臣
張
昭
は
、
公
孫
淵
の
藩
属
を
魏
の
討
伐
を
逃
れ
る

一
時
的
な
も
の
と
断
じ
て
い
る（
（3
（

。
張
昭
の
警
戒
か
ら
も
窺
え
る
よ
う

に
、
藩
属
は
呉
が
求
め
た
も
の
で
は
な
く
、
魏
を
牽
制
す
る
た
め
の

公
孫
淵
の
策
略
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

藩
属
の
申
し
出
を
喜
ん
だ
孫
権
は
、
嘉
禾
二
年
（
二
三
三
）
三
月
、

公
孫
淵
は
信
用
な
ら
な
い
と
す
る
丞
相
顧
雍
ら
群
臣
の
反
対
を
押
し

切
り
（
（3
（

、
兵
一
万
を
伴
う
大
規
模
な
燕
王
封
建
の
使
節
団
を
派
遣
（
（3
（

す

る
。
だ
が
、
公
孫
淵
は
宿
舒
が
見
た
国
内
の
様
子
か
ら
、
呉
は
恃
む

に
足
り
な
い
と
判
断
し
（
（3
（

、
魏
へ
の
再
服
属
を
決
断
。
呉
使
を
斬
っ
て

そ
の
首
を
魏
に
送
り
、
兵
と
物
資
を
収
奪
す
る（
（4
（

。
張
昭
・
顧
雍
ら
の

警
戒
が
的
中
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
何
故
孫
権
は
周
囲
の
反
対
の

中
、
大
規
模
な
遣
使
を
強
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
節
を
改
め
て
論

じ
た
い
。

第
三
節
　
遣
使
強
行
の
理
由

使
節
団
が
大
規
模
に
な
っ
た
理
由
を
窺
わ
せ
る
の
が
、『
三
国
志
』

魏
書
公
孫
度
伝
の
裴
注
に
引
く
『
魏
略
』
が
掲
載
す
る
、
公
孫
淵
が

魏
へ
の
再
服
属
に
あ
た
っ
て
奉
っ
た
上
書
で
あ
る
。
こ
の
上
書
に
お

け
る
、
呉
使
を
捕
え
た
顚
末
を
述
べ
た
部
分
に
は
、

偽
使
者
張
彌
・
許
晏
與
中
郎
將
萬
泰
・
校
尉
裴
潛
將
吏
兵
四
百

餘
人
、
齎
文
書
・
命
服
・
什
物
、
下
到
臣
郡
。
泰
・
潛
別
齎

致
遺
貨
物
、
欲
因
市
馬
。
軍
將
賀
達
・
虞
咨
領
餘
眾
在
船
所
。

…
…
使
領
長
史
柳
遠
設
賓
主
禮
誘
請
達
・
咨
、
三
軍
潛
伏
以
待

其
下
、
又
驅
羣
馬
・
貨
物
、
欲
與
交
市
。
達
・
咨
懷
疑
不
下
、

使
諸
市
買
者
五
六
百
人
下
、
欲
交
市
。

（
偽
使
者
張
彌
・
許
晏
、
中
郎
將
萬
泰
・
校
尉
裴
潛
と
吏
兵
四

百
餘
人
を
將
い
、
文
書
・
命
服
・
什
物
を
齎
し
、
下
り
て
臣
の

郡
に
到
る
。
泰
・
潛
別
に
遺
な
る
貨
物
を
齎
致
し
、
因
り
て
馬

を
市
わ
ん
と
欲
す
。
軍
將
賀
達
・
虞
咨
、
餘
眾
を
領
め
て
船
所

に
在
り
。
…
…
領
長
史
柳
遠
を
し
て
賓
主
の
禮
を
設
け
て
達
・

咨
を
誘
請
し
、
三
軍
潛
伏
し
て
以
て
其
の
下
り
る
を
待
ち
、
又

た
羣
馬
・
貨
物
を
驅
り
、
與
に
交
市
せ
ん
と
欲
せ
し
む
。
達
・
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二
八

咨
懷
疑
し
て
下
り
ず
、
諸
〻
の
市
買
す
る
者
五
六
百
人
を
し
て

下
り
、
交
市
せ
ん
と
欲
せ
し
む
。）

と
あ
る
。
使
節
団
に
は
五
百
人
以
上
の
商
人
が
随
行
し
て
い
た
こ
と

は
、
燕
王
封
建
だ
け
で
な
く
交
易
も
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

加
え
て
疑
い
な
が
ら
も
交
易
に
応
じ
よ
う
と
す
る
使
者
の
様
子
か
ら

は
、
孫
権
が
交
易
を
厳
命
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
つ
ま
り
、
嘉

禾
二
年
の
遣
使
の
主
眼
も
、
そ
れ
ま
で
同
様
交
易
に
置
か
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
公
孫
度
伝
は
、
燕
王
封
建
に
際
し
て

「
金
・
玉
・
珍
宝
（
（4
（

」
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
特
に
記
す
（
（4
（

。
封
建
に

伴
う
下
賜
品
と
も
と
れ
る
が
、
上
述
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ

ら
に
は
交
易
品
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
万
の
兵
を
随

行
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
嘉
禾
元
年
の
使
者
が
、
帰
路
に
魏
将

田
豫
の
襲
撃
を
受
け
て
い
る
こ
と（
（4
（

を
考
慮
す
れ
ば
、
珍
宝
・
馬
匹
等

の
交
易
品
や
多
く
の
商
人
を
伴
っ
た
使
節
団
の
護
衛
を
目
的
と
し
た

も
の
で
あ
る
と
捉
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
遣
使
の
目
的
を
示
す
呉
側
の
史
料
と
し
て
は
、
公
孫
淵

裏
切
り
後
の
呉
の
家
臣
に
よ
る
上
疏
が
あ
る
。
公
孫
淵
の
裏
切
り
へ

の
怒
り
か
ら
、
孫
権
は
遼
東
へ
の
親
征
を
企
図
す
る
も
、
群
臣
の
反

対
を
受
け
て
こ
れ
を
撤
回
（
（4
（

す
る
。『
三
国
志
』
呉
書
に
収
録
さ
れ
る

上
疏
は
陸
遜
・
陸
瑁
・
薛
綜
の
三
名
（
（4
（

の
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
陸
遜

の
上
疏
に
は
、

淵
憑
險
恃
固
、
拘
留
大
使
、
名
馬
不
獻
、
實
可
讎
忿
。
…
…
今

乃
遠
惜
遼
東
眾
之
與
馬
、
奈
何
獨
欲
捐
江
東
萬
安
之
本
業
而
不

惜
乎
。

（
淵
、
險
に
憑
り
固
き
を
恃
み
、
大
使
を
拘
留
し
、
名
馬
獻
ぜ

ざ
る
こ
と
、
實
に
讎
忿
す
べ
し
。
…
…
今
乃
ち
遠
く
遼
東
の
眾

の
馬
を
與
う
る
を
惜
し
み
、
奈
何
ぞ
獨
り
江
東
萬
安
の
本
業
を

捐
て
ん
と
欲
し
て
惜
し
ま
ざ
る
や
。）

と
あ
る
。
陸
遜
は
、
使
者
を
拘
留
し
て
名
馬
を
献
上
し
て
こ
な
い
こ

と
へ
の
怒
り
を
述
べ
た
上
で
、
孫
権
が
遼
東
の
民
か
ら
の
馬
匹
の
入

手
に
執
着
す
る
こ
と
を
諫
め
、
江
東
安
定
と
い
う
本
業
に
専
念
す
る

こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
彼
の
弟
に
あ
た
る
陸
瑁
の
上
疏
の
冒

頭
に
は
、

臣
聞
聖
王
之
御
遠
夷
、
羈
縻
而
已
、
不
常
保
有
。
故
古
者
制

地
、
謂
之
荒
服
。
言
慌
惚
無
常
、
不
可
保
也
。
今
淵
東
夷
小

醜
、
屏
在
海
隅
。
雖
託
人
面
、
與
禽
獸
無
異
。
國
家
所
爲
不
愛

貨
寶
遠
以
加
之
者
、
非
嘉
其
德
義
也
。
誠
欲
誘
納
愚
弄
、
以
規

其
馬
耳
。
…
…

（
臣
聞
く
な
ら
く
、
聖
王
の
遠
夷
を
御
す
る
は
、
羈
縻
あ
る
の

み
に
し
て
、
常
に
は
保
有
せ
ず
と
。
故
に
古
は
地
を
制
す
る

に
、
之
を
荒
服
と
謂
う
。
慌
惚
と
し
て
常
無
く
、
保
つ
べ
か
ら
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ざ
る
を
言
う
な
り
。
今
淵
は
東
夷
の
小
醜
に
し
て
、
屏
（
し
り

ぞ
）
き
て
海
隅
に
在
り
。
人
面
を
託
す
と
雖
も
、
禽
獸
と
異

な
る
無
し
。
國
家
の
爲
す
所
の
貨
寶
を
愛
し
ま
ず
し
て
遠
く

以
て
之
に
加
う
る
は
、
其
の
德
義
を
嘉
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。

誠
は
誘
納
愚
弄
し
、
以
て
其
の
馬
を
規
ら
ん
と
欲
す
る
の
み
。

…
…
）

と
あ
る
。
公
孫
淵
を
「
遠
夷
」
と
位
置
づ
け
た
上
で
、
遼
東
に
財
貨

を
惜
し
ま
ず
に
与
え
た
目
的
は
、
徳
義
を
嘉
す
る
た
め
で
は
な
く
馬

匹
を
得
る
た
め
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
薛
綜
の
上
疏
に
は
、

 

…
…
其
方
土
寒
埆
、
穀
稼
不
殖
。
民
習
鞍
馬
、
轉
徙
無
常
。
卒

聞
大
軍
之
至
、
自
度
不
敵
、
鳥
驚
獸
駭
、
長
驅
奔
竄
、
一
人
匹

馬
、
不
可
得
見
。
雖
獲
空
地
、
守
之
無
益
。
…
…

（
…
…
其
の
方
土
寒
埆
に
し
て
、
穀
稼
殖
せ
ず
。
民
鞍
馬
を
習

い
、
轉
徙
し
て
常
無
し
。
卒
に
大
軍
の
至
る
を
聞
か
ば
、
自
ら

度
り
て
敵
せ
ず
、
鳥
驚
獸
駭
、
長
驅
奔
竄
、
一
人
匹
馬
、
見
る

を
得
べ
か
ら
ず
。
空
地
を
獲
る
と
雖
も
、
之
を
守
る
に
益
無

し
。
…
…
）

と
あ
る
。
薛
綜
は
遼
東
に
出
兵
す
る
こ
と
の
困
難
さ
、
意
味
の
無
さ

を
説
く
中
で
、
勝
利
を
得
た
と
し
て
も
人
馬
共
に
逃
げ
て
し
ま
い
、

「
空
地
」
を
得
る
の
み
で
無
益
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
以
上
三
名
の

上
疏
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
二
点
が
指
摘
可
能
で
あ
る
。

①�

孫
権
が
遼
東
と
関
係
を
構
築
し
た
理
由
は
あ
く
ま
で
も
馬
匹
の
入

手
に
あ
り
、
孫
権
の
怒
り
の
原
因
は
名
馬
を
献
上
し
て
こ
な
い
こ

と
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
孫
権
は
藩
属
の
使
者
を
送
っ
て
き
た
前

年
同
様
に
、
嘉
禾
元
年
の
遣
使
に
お
い
て
も
遼
東
か
ら
名
馬
を
得

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

②�

陸
遜
が
馬
匹
へ
の
執
着
を
諫
め
て
い
る
こ
と
、
陸
瑁
が
財
貨
を
与

え
た
目
的
は
馬
匹
の
入
手
に
あ
る
と
説
い
て
い
る
こ
と
、
薛
綜
が

遼
東
を
攻
め
て
も
人
馬
共
に
逃
げ
て
し
ま
い
、
遠
征
が
無
益
と
主

張
し
て
い
る
こ
と
は
、
孫
権
が
公
孫
淵
に
裏
切
ら
れ
た
時
点
に
お

い
て
も
尚
、
馬
匹
の
入
手
に
拘
泥
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

孫
権
が
遣
使
を
強
行
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
多
く
は

魏
へ
の
牽
制
・
挟
撃
体
制
を
整
え
る
た
め
と
す
る（
（4
（

。
し
か
し
な
が
ら

実
際
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
団
の
動
向
や
、
そ
の
後
の
重
臣
の
上
疏
を

検
討
す
る
限
り
、
遣
使
目
的
は
そ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
馬
匹
の
入
手

で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
孫
権
の
馬
匹
へ

の
執
着
を
考
慮
し
た
上
で
、
次
章
で
は
高
句
麗
と
の
関
係
構
築
を
中

心
に
、
嘉
禾
二
年
以
降
の
動
き
を
検
討
し
た
い
。
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―
高
句
麗
と
の
関
係
―

第
一
節
　
高
句
麗
と
の
関
係
構
築
と
断
絶

高
句
麗
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
三
国
志
』呉
書
呉
主
伝
・
嘉
禾

二
年
条
の
裴
注
に
引
く
『
呉
書
』（
以
下
『
呉
書
』）
に
詳
し
い
。
ま

ず
こ
れ
に
よ
っ
て
高
句
麗
と
の
関
係
構
築
の
経
緯
を
簡
単
に
ま
と
め

て
お
く
。
発
端
は
、
嘉
禾
二
年
使
節
団
の
一
部
が
、
遼
東
か
ら
逃
れ

て
高
句
麗
王
位
宮
に
孫
権
の
詔
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
あ
る
。
彼
ら

を
保
護
し
た
位
宮
は
呉
使
の
帰
国
に
使
者
を
随
行
さ
せ
、
臣
下
の
礼

を
と
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
孫
権
は
嘉
禾
四
年
（
二
三
五
）、
位
宮

に
「
単
于
」
の
称
号
を
与
え
る
べ
く
謝
宏
・
陳
恂
を
派
遣
し
て
い
る（
（4
（

。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
孫
権
が
高
句
麗
と
の
関
係
構
築
に
当

た
っ
て
「
単
于
」
号
を
与
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
菊
地
氏
は
公
孫
淵
に
与
え
た
「
燕
王
」
よ
り
上
位
に
位
置
付
け

る
こ
と
、
遊
牧
号
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
称
号
を
与
え
馬
匹
確
保
を
容

易
に
す
る
こ
と
の
二
点
を
目
的
と
し
て
挙
げ
、
渡
邉
氏
は
高
句
麗

を
「
北
狄
」（
外
臣
）
と
位
置
付
け
、
呉
の
国
際
秩
序
を
北
方
に
及

ぼ
す
狙
い
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
菊
地
説
を
批
判
す
る（
（4
（

。
見
解
自
体
は

異
な
る
も
の
の
、
両
氏
に
共
通
す
る
の
は
、
孫
権
側
の
都
合
か
ら
考

察
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
後
漢
か
ら
は
「
王
」
号
を
与
え

ら
れ
て
い
た（
（4
（

高
句
麗
に
対
し
、
孫
権
が
わ
ざ
わ
ざ
「
単
于
」
号
を
与

え
た
こ
と
は
、
高
句
麗
王
位
宮
の
側
に
も
こ
の
称
号
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
理
由
が
あ
る
（
と
孫
権
が
認
識
し
て
い
た
）
と
考
え
な
け

れ
ば
理
解
し
難
い
。
こ
う
し
た
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
延
康
元
年

（
二
二
〇
）、「
濊
貊
扶
余
単
于
」
な
る
者
が
後
漢
朝
廷
に
対
し
奉
献

を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（
（5
（

。
こ
れ
は
扶
余
王
の
称
号
と
考
え
ら
れ

る
が
、
扶
余
は
、
高
句
麗
と
抗
争
中
の
公
孫
氏
に
服
属
し
て
い
た（
（5
（

。

ま
た
、
当
時
の
遼
東
に
は
、「
烏
丸
単
于
」
も
存
在
し
て
お
り（
（5
（

、
こ

う
し
た
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
単
于
」
号
の
使
用
例
を
踏
ま
え
る

と
、
諸
勢
力
と
の
対
抗
上
、
高
句
麗
王
も
「
単
于
」
を
自
称
し
て
い

た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
孫
権
は
、
使
者
に
よ
っ
て
高
句
麗

王
が
「
単
于
」
を
自
称
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
歓
心
を
買
う
た

め
「
単
于
」
号
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か（
（5
（

。
或
い
は
高
句
麗
王
側
が

単
于
号
を
認
め
る
よ
う
に
要
望
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
孫
権
が
、
高
句
麗
と
の
関
係
構
築
に
当
た
っ
て
「
単

于
」
号
が
効
果
的
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、『
呉
書
』
に
よ
る
と
、
嘉
禾
四
年
の
遣
使
も
困
難
を
伴
っ

た
。
孫
権
の
動
き
を
知
っ
た
魏
が
幽
州
刺
史
の
諷
旨
に
よ
っ
て
、
位

宮
に
対
し
呉
の
使
者
を
斬
る
こ
と
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
察

知
し
た
呉
側
が
、
迎
え
の
使
者
を
人
質
に
取
っ
た
た
め
、
位
宮
は
謝

罪
し
馬
数
百
匹
を
献
上
し
て
事
を
収
め
て
い
る
。
し
か
し
、
翌
嘉
禾

五
年
（
二
三
六
、 
魏
の
青
龍
四
年
）
に
孫
権
が
派
遣
し
た
胡
衛
ら
は
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斬
ら
れ
て
魏
に
首
を
届
け
ら
れ
て
い
る（
（5
（

。
孫
権
の
配
慮
も
空
し
く
位

宮
は
諷
旨
を
受
け
た
時
点
で
魏
へ
の
服
属
を
決
意
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

第
二
節
　
対
高
句
麗
政
策
の
目
的

前
節
で
は
、
呉
・
高
句
麗
間
の
関
係
を
概
観
し
た
が
、
こ
れ
を
踏

ま
え
、
次
に
対
高
句
麗
政
策
の
目
的
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
や
は
り

一
番
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
馬
匹
の
入
手
で
あ
ろ
う
。
高
句
麗
王
位

宮
は
謝
罪
の
証
と
し
て
馬
数
百
匹
を
献
上
し
て
お
り
、
こ
れ
は
人
質

を
解
放
す
る
た
め
呉
使
側
の
求
め
に
応
じ
て
の
も
の
、
も
し
く
は
呉

使
の
歓
心
を
買
う
最
善
の
手
段
と
位
宮
が
判
断
し
て
の
も
の
で
あ
ろ

う
。
呉
に
馬
匹
の
需
要
が
あ
る
こ
と
を
位
宮
が
把
握
し
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
孫
権
は
、
南
中
・
遼
東
に
続
く
新
た
な
馬
匹
入
手

ル
ー
ト
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
述
し
た
通

り
、
高
句
麗
王
へ
の
詔
を
携
え
た
嘉
禾
二
年
の
使
節
団
を
率
い
る
賀

達
と
虞
咨
は
、
公
孫
淵
を
疑
っ
て
下
船
を
た
め
ら
っ
て
い
る
。
群
臣

の
反
対
を
押
し
切
っ
た
と
は
言
え
、
孫
権
も
公
孫
淵
を
全
面
的
に
信

頼
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
遼
東
と
の
関
係
構

築
が
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
場
合
の
次
善
策
と
し
て
高
句
麗
か
ら
の
馬

匹
の
入
手
を
構
想
し
、
孫
権
は
高
句
麗
王
へ
の
詔
を
準
備
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
菊
地
氏
が
馬
匹
の
獲
得
に
加

え
て
公
孫
氏
政
権
へ
の
牽
制
が
目
的
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
余
氏
が

遼
東
へ
の
前
線
基
地
建
設
の
た
め
に
高
句
麗
の
援
助
を
期
待
し
て
い

た
と
考
察
す
る
よ
う
に（
（5
（

、
対
高
句
麗
政
策
の
目
的
は
遼
東
へ
の
軍
事

的
圧
力
を
目
的
と
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
特
に
余
氏
は
、

『
三
国
志
』
巻
三
魏
書
明
帝
紀
・
景
初
元
年
条
の
記
事
を
、
孫
権
の

遼
東
出
兵
企
図
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
る
。

秋
七
月
…
孫
權
遣
將
朱
然
等
二
萬
人
圍
江
夏
郡
。
荊
州
刺
史
胡

質
等
擊
之
、
然
退
走
。
初
、
權
遣
使
浮
海
與
高
句
驪
通
、
欲
襲

遼
東
。
遣
幽
州
刺
史
毌
丘
儉
率
諸
軍
及
鮮
卑
・
烏
丸
、
屯
遼
東

南
界
、
璽
書
徵
公
孫
淵
。
淵
發
兵
反
。
儉
進
軍
討
之
、
會
連
雨

十
日
、
遼
水
大
漲
、
詔
儉
引
軍
還
。 

（
秋
七
月
…
孫
權
將
朱
然
等
二
萬
人
を
遣
わ
し
江
夏
郡
を
圍
ま

し
む
。
荊
州
刺
史
胡
質
等
、
之
を
擊
ち
、
然
る
に
退
走
す
。
初

め
、
權
、
使
を
遣
わ
し
海
に
浮
か
び
高
句
驪
と
通
ぜ
し
め
、
遼

東
を
襲
わ
ん
と
欲
す
。
幽
州
刺
史
毌
丘
儉
を
遣
わ
し
諸
軍
及
び

鮮
卑
・
烏
丸
を
率
い
、
遼
東
の
南
界
に
屯
せ
し
め
、
璽
書
し
て

公
孫
淵
を
徵
す
。
淵
、
兵
を
發
し
て
反
く
。
儉
、
軍
を
進
め
て

之
を
討
つ
に
、
會
〻
連
雨
十
日
し
、
遼
水
大
い
に
漲
り
、
儉
に

詔
し
て
引
き
て
軍
を
還
さ
し
む
。）

こ
の
よ
う
に
、
景
初
元
年
（
二
三
七
、 

呉
の
嘉
禾
六
年
）
に
魏
は



史
観
第
一
七
七
冊

三
二

呉
と
高
句
麗
が
結
ん
だ
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
遼
東
に
出
兵
し
て
い

る
。
た
だ
、
先
述
し
た
よ
う
に
嘉
禾
五
年 

（
二
三
六
）、
既
に
高
句

麗
は
魏
に
帰
順
し
て
お
り
、
す
ぐ
さ
ま
位
宮
が
呉
と
結
ぼ
う
と
す
る

と
は
考
え
難
い
。
魏
が
、
こ
の
年
に
呉
が
江
夏
を
攻
め
て
い
る
こ
と

を
利
用
し
、
呉
の
脅
威
を
喧
伝
し
て
、
遼
東
出
兵
の
大
義
名
分
と
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
傍
証
す
る
か
の
よ
う
に
、
毌
丘
倹

は
、
即
位
以
来
取
り
立
て
て
功
業
の
な
い
明
帝
の
た
め
に
、
困
難
を

伴
う
呉
・
蜀
の
平
定
の
代
わ
り
と
し
て
、
遼
東
の
平
定
を
提
案
し
て

い
る（
（5
（

。
遼
東
出
兵
が
こ
う
し
た
意
図
の
下
行
わ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
呉
と
高
句
麗
の
同
盟
は
、
政
治
的
思
惑
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
仮

構
と
見
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

本
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
対
高
句
麗
政
策
は
、
遼
東
と
の
断
絶

後
の
新
た
な
馬
匹
の
入
手
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
目
的
を
持
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
高
句
麗
を
戦
略
的
な
提
携
相
手
と
見
做
し
て
い
た

な
ら
ば
、
一
度
は
魏
に
靡
こ
う
と
し
た
位
宮
を
馬
の
献
上
に
よ
っ
て

許
し
、
そ
の
翌
年
に
再
び
遣
使
す
る
と
い
う
孫
権
の
動
き
は
不
自
然

で
あ
る
。
孫
権
が
馬
匹
の
入
手
先
以
上
の
展
望
を
、
高
句
麗
と
の
関

係
に
持
っ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。

第
三
節
　
魏
と
の
関
係
と
対
北
方
政
策
の
帰
結

前
節
ま
で
、
嘉
禾
年
間
に
お
け
る
呉
と
高
句
麗
の
関
係
を
見
て
き

た
が
、
こ
こ
で
『
三
国
志
』
呉
書
呉
主
伝
・
嘉
禾
四
年
条
に
見
え

る
、
魏
の
使
者
が
馬
匹
と
真
珠
・
翡
翠
・
玳
瑁
と
の
交
易
を
求
め
た

記
事
に
注
目
し
た
い
。

魏
使
以
馬
求
易
珠
璣
・
翡
翠
・
瑇
瑁
。
權
曰
、「
此
皆
孤
所
不

用
。
而
可
得
馬
。
何
苦
而
不
聽
其
交
易
」。 

（
魏
、
使
し
て
馬
を
以
て
珠
璣
・
翡
翠
・
瑇
瑁
に
易
え
ん
こ
と

を
求
む
。
權
曰
く
、「
此
れ
皆
孤
が
用
い
ざ
る
所
な
り
。
而
る

に
馬
を
得
べ
し
。
何
ぞ
苦
し
ん
で
其
の
交
易
を
聽
（
ゆ
る
）
さ

ざ
る
べ
け
ん
や
」
と
。）

嘉
禾
四
年
（
二
三
五
）
は
、
孫
権
が
高
句
麗
王
位
宮
に
「
単
于
」

号
を
与
え
た
年
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
高
句
麗
を
巡
る
対
立
の
最
中

に
、
魏
は
馬
匹
と
南
方
物
産
の
交
易
を
オ
フ
ァ
ー
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
物
産
は
い
ず
れ
も
文
帝
が
孫
権
に
要
求
し
た
品
目
と

一
致
す
る
。
魏
の
、
遼
東
・
高
句
麗
か
ら
の
馬
匹
の
入
手
を
阻
害
す

る
一
方
で
交
易
を
求
め
る
姿
勢
か
ら
は
、
南
方
物
産
の
需
要
が
継
続

し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
最
後
に
、
公
孫
氏
政
権
と
呉
と
の
関
係
の
帰
結
に
つ
い
て
見

て
お
き
た
い
。
景
初
二
年
（
二
三
八
、
呉
の
赤
烏
元
年
）、
魏
は
司
馬

懿
を
派
遣
し
て
本
格
的
な
遼
東
征
伐
に
乗
り
出
す
（
（5
（

。
す
る
と
公
孫
淵

は
「
燕
王
」
を
名
乗
っ
て
呉
に
再
び
服
属
の
使
者
を
派
遣
し
、
救
援

を
求
め
た
。
議
論
の
末
、
孫
権
は
翌
年
援
軍
を
派
遣
す
る（
（5
（

も
時
既
に
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三
三

遅
く
、
公
孫
氏
政
権
は
滅
亡
を
迎
え
る
。
意
見
の
対
立
が
あ
っ
た
中

で
も
孫
権
が
派
兵
を
決
断
し
た
の
は
、
馬
匹
の
入
手
を
魏
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
現
状
を
打
開
せ
ん
と
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
孫
権
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
、
馬
匹
の
獲
得
と
い
う

観
点
か
ら
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
検
討
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

①�

呉
で
は
、
江
南
地
域
に
お
け
る
馬
匹
の
不
足
、
魏
の
軍
事
的
脅
威

と
い
う
二
つ
の
要
因
か
ら
、
馬
匹
の
入
手
が
最
重
要
課
題
と
し
て

認
識
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
、
孫
権
は
対
外
政
策

に
よ
る
馬
匹
の
入
手
ル
ー
ト
の
確
保
を
目
指
し
た
。

②�

孫
権
は
馬
匹
が
豊
富
な
地
域
と
の
関
係
の
構
築
に
当
た
り
、
叛
乱

支
援
・
南
方
物
産
の
供
給
（
（5
（

・
称
号
の
賜
与
等
、
様
々
な
方
策
に
よ

り
相
手
の
歓
心
を
買
う
こ
と
に
努
め
た
。

③�

孫
権
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
は
、
従
来
対
魏
牽
制
や
独
自
の
国
際

秩
序
の
構
築
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
諸

史
料
に
見
え
る
孫
権
及
び
呉
の
家
臣
の
言
動
か
ら
は
、
馬
匹
の
入

手
以
上
の
意
図
を
見
い
だ
す
こ
と
は
難
し
い
。

呉
の
こ
う
し
た
馬
匹
を
巡
る
対
外
政
策
方
針
を
象
徴
す
る
の
が
、

第
二
章
で
も
引
用
し
た
陸
瑁
の
上
疏
で
あ
る
。
本
稿
の
論
旨
を
再
確

認
す
る
意
味
で
、
後
段
部
分
を
併
せ
て
紹
介
し
た
い
。

國
家
所
爲
不
愛
貨
寶
遠
以
加
之
者
、
非
嘉
其
德
義
也
。
誠
欲
誘

納
愚
弄
、
以
規
其
馬
耳
。
…
…
北
寇
與
國
壤
地
連
接
、
苟
有
閒

隙
、
應
機
而
至
。
夫
所
以
越
海
求
馬
、
曲
意
於
淵
者
、
爲
赴

目
前
之
急
、
除
腹
心
之
疾
也
。
而
更
棄
本
追
末
、
捐
近
治
遠
、

忿
以
改
規
、
激
以
動
眾
。
斯
乃
猾
虜
所
願
聞
、
非
大
吳
之
至 

計
也
。

（
國
家
の
爲
す
所
の
貨
寶
を
愛
し
ま
ず
し
て
遠
く
以
て
之
に
加

う
る
は
、
其
の
德
義
を
嘉
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。
誠
は
誘
納
愚

弄
し
、
以
て
其
の
馬
を
規
ら
ん
と
欲
す
る
の
み
。
…
…
北
寇
は

國
と
壤
地
連
接
し
、
苟
く
も
閒
隙
有
ら
ば
、
機
に
應
じ
て
至
ら

ん
。
夫
れ
海
を
越
え
て
馬
を
求
め
、
意
を
淵
に
曲
ぐ
る
所
以

は
、
目
前
の
急
に
赴
く
に
、
腹
心
の
疾
を
除
か
ん
が
爲
な
り
。

而
る
に
更
に
本
を
棄
て
末
を
追
い
、
近
き
を
捐
て
遠
き
を
治

め
、
忿
り
て
以
っ
て
規
を
改
め
、
激
し
て
以
て
眾
を
動
か
す
。

斯
れ
乃
ち
猾
虜
の
願
聞
す
る
所
に
し
て
、
大
吳
の
至
計
に
非
ざ

る
な
り
。）

陸
瑁
は
「
目
前
の
急
」
た
る
魏
の
軍
事
的
脅
威
を
述
べ
、
遼
東
に
馬

匹
を
求
め
る
理
由
を
「
腹
心
の
疾
」
を
除
く
た
め
と
し
て
い
る
。
こ
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れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
当
時
、
魏
と
の
戦
い
は
騎
兵
を
用
い
た

陸
戦
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
南
中
か
ら
の
入
手
ル
ー
ト
が

途
切
れ
た
こ
と
で
、
馬
匹
を
求
め
る
た
め
に
遠
方
の
遼
東
と
の
関
係

を
構
築
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。「
腹
心
の
疾
」
と
い
う
表
現

か
ら
は
、
馬
匹
の
不
足
が
、
存
立
を
左
右
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
と
考
え

ら
れ
、
政
策
方
針
を
規
定
す
る
最
重
要
課
題
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
遼
東
と
の
関
係
は
「
徳
義
」
に
基
づ

く
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
馬
匹
を
入
手
す
る
た
め
の
方
策
で

あ
っ
た
。
陸
瑁
の
上
疏
か
ら
は
、
こ
う
し
た
呉
の
姿
勢
を
読
み
取
る

こ
と
が
出
来
る
。
無
論
、
こ
の
上
疏
は
孫
権
の
軽
挙
妄
動
を
諫
め
る

も
の
で
は
あ
る
が
、
呉
の
国
内
に
お
け
る
馬
匹
へ
の
認
識
を
端
的
に

示
し
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
孫
権
の
対
外
政
策
が
、
あ
く
ま
で
も
実
利
的
な
面
を

重
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
対
外

政
策
の
展
開
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
漢
代
ま
で
の
対
外
関
係
を

規
定
し
て
き
た
、
所
謂
「
冊
封
体
制
」
の
論
理
の
み
で
は
解
釈
で
き

な
い
点
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
中
華
と
夷
狄
を
峻
別

す
る
華
夷
思
想
を
前
提
と
し
て
、
来
朝
す
る
周
辺
諸
国
の
存
在
を
、

中
国
王
朝
の
天
子
の
徳
の
高
さ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
す
る
論
理
（
（6
（

か
ら

考
え
れ
ば
、
馬
匹
の
入
手
を
最
優
先
と
し
た
周
辺
諸
勢
力
と
の
関
係

構
築
は
、
特
異
な
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
最
後

に
考
え
、
併
せ
て
今
後
の
展
望
を
述
べ
た
い
。

西
嶋
定
生
氏
は
三
国
時
代
の
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
を
論
ず
る
中

で
、
そ
れ
ま
で
漢
王
朝
が
担
っ
て
き
た
冊
封
体
制
の
中
心
が
、
当
時

は
魏
・
呉
・
蜀
漢
の
三
国
に
分
極
し
て
い
た
と
述
べ
る（
（6
（

。
し
か
し
、

遼
東
と
の
間
に
交
易
の
み
の
関
係
を
構
築
し
た
こ
と
、
従
来
「
東

夷
」
と
し
て
「
王
」
号
を
与
え
ら
れ
て
い
た
高
句
麗
王
の
歓
心
を
買

う
た
め
に
「
単
于
」
号
を
賜
与
し
た
こ
と
等
を
見
る
に
、
孫
権
は
馬

匹
の
入
手
と
い
う
実
利
を
最
優
先
に
し
て
お
り
、
冊
封
体
制
の
論
理

に
基
づ
く
伝
統
的
な
観
念
や
国
際
秩
序
を
そ
れ
ほ
ど
重
視
し
て
い
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
陸
瑁
は
遼
東
と
の
「
徳
義
」
に
基
づ
く
関
係

の
存
在
を
は
っ
き
り
否
定
し
て
い
る
。
本
稿
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え

る
と
、
漢
代
の
統
一
王
朝
を
前
提
と
す
る
国
際
関
係
を
、
そ
の
ま
ま

三
国
時
代
に
適
用
す
る
こ
と
は
留
保
せ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
た
だ
、
今
回
は
あ
く
ま
で
も
呉
の
対
外
政
策
を
取
り
上
げ

て
、
そ
の
特
徴
を
述
べ
る
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
三
国
時
代
に
お

い
て
、
中
国
王
朝
と
周
辺
諸
国
・
諸
民
族
と
の
関
係
が
、
漢
代
か
ら

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
を
考
え
る
た
め
に
は
、
ま
だ
検

討
す
べ
き
点
は
多
い
。
特
に
後
漢
か
ら
禅
譲
を
受
け
た
魏
の
対
外
政

策
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
こ
う
し
た
問
題
の
考
察
に
不
可
欠
で
あ
ろ

う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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註（
1
）	

重
松
俊
章
「
孫
呉
の
対
外
発
展
と
遼
東
と
の
関
係
」（
九
州
帝
国
大

学
法
文
学
部
編
『
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
十
周
年
記
念
哲
学
史
学

文
学
論
文
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
七
）

（
2
）	

黎
虎
「
孫
権
対
遼
東
的
経
略
」（『
魏
晋
南
北
朝
史
論
』
學
苑
出
版

社
、
一
九
九
八
）

（
3
）	

菊
地
大
「
孫
呉
政
権
の
対
外
政
策
に
つ
い
て 

―
東
ア
ジ
ア
地
域

を
中
心
に
―
」（『
駿
台
史
学
』
一
一
六
、
二
〇
〇
二
） 

（
4
）	

渡
邉
義
浩
「
孫
呉
の
国
際
秩
序
と
亶
州
」（『
三
國
志
よ
り
み
た
邪

馬
臺
國
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
）

（
5
）	

西
嶋
定
生
「
親
魏
倭
王
冊
封
に
至
る
東
ア
ジ
ア
の
情
勢　

―
公
孫

氏
政
権
の
興
亡
を
中
心
と
し
て
―
」（
井
上
光
貞
博
士
還
暦
記
念
会
編

『
古
代
史
論
叢
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
）

（
6
）	

大
庭
脩
『
親
魏
倭
王
』（
学
生
社
、
一
九
七
一
／
増
補
新
版
二
〇
〇

一
）

（
7
）	

余
昊
奎
／
井
上
直
樹
訳
「
三
世
紀
前
半
の
東
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢

と
高
句
麗
の
対
外
政
策
」（『
朝
鮮
学
報
』
二
二
七
、
二
〇
一
三
）

（
8
）	

『
三
国
志
』
巻
四
七
呉
書
呉
主
伝
・
建
安
十
九
年
条
「
權
自
率
眾

圍
合
肥
…
…
權
攻
城
踰
月
不
能
下
」、『
三
国
志
』
巻
一
七
張
遼
伝

「
權
率
十
萬
眾
圍
合
肥
…
…
權
守
合
肥
十
餘
日
、
城
不
可
拔
、
乃
引

退
」

（
9
）	

陸
遜
に
よ
る
襄
陽
侵
攻
の
際
の
記
述
（『
三
国
志
』
巻
五
八
呉
書

陸
遜
伝
「
嘉
禾
五
年
、
權
北
征
、
使
遜
與
諸
葛
瑾
攻
襄
陽
。
…
…
乃

密
與
瑾
立
計
、
令
瑾
督
舟
船
、
遜
悉
上
兵
馬
、
以
向
襄
陽
城
」）
か

ら
、
歩
兵
と
騎
兵
主
体
の
編
成
で
魏
と
の
戦
い
が
行
わ
れ
て
お
り
、

舟
は
兵
馬
を
輸
送
す
る
手
段
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
10
）	

『
三
国
志
』
巻
三
魏
書
明
帝
紀
・
青
龍
二
年
条
「
先
帝
東
置
合
肥
、

南
守
襄
陽
、
西
固
祁
山
、
賊
來
輒
破
於
三
城
之
下
者
、
地
有
所
必
爭

也
」

（
11
）	

『
三
国
志
』
呉
書
呉
主
伝
・
建
安
二
十
二
年
条
「
春
、
權
令
都
尉

徐
詳
詣
曹
公
請
降
、
公
報
使
脩
好
、
誓
重
結
婚
」

（
12
）	

『
三
国
志
』
呉
書
呉
主
伝
・
建
安
二
十
四
年
条
「
權
遣
校
尉
梁
寓

奉
貢
于
漢
、
及
令
王
惇
市
馬
」

（
13
）	

『
三
国
志
』
巻
二
魏
書
文
帝
紀
・
延
康
元
年
条
「
孫
權
遣
使
奉
獻
」

（
14
）	

『
三
国
志
』
呉
書
呉
主
伝
・
黄
武
元
年
条 

裴
注
引
『
魏
略
』「
使
南

面
稱
孤
、
兼
官
累
位
、
禮
備
九
命
、
名
馬
百
駟
、
以
成
其
勢
、
光
寵

顯
赫
、
古
今
無
二
」

（
15
）	

『
三
国
志
』
呉
書
呉
主
伝
・
黄
初
二
年
条 

裴
注
引
『
江
表
伝
』「
魏

文
帝
遣
使
求
雀
頭
香
・
大
貝
・
明
珠
・
象
牙
・
犀
角
・
瑇
瑁
・
孔

雀
・
翡
翠
・
鬭
鴨
・
長
鳴
雞
」

（
16
）	

士
燮
の
台
頭
と
士
氏
政
権
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
川
手
翔
生
「
嶺

南
士
氏
の
勢
力
形
成
を
め
ぐ
っ
て
」（『
史
観
』
一
六
七
、
二
〇
一
二
）

を
参
照
。

（
17
）	

『
三
国
志
』
巻
四
九
呉
書
士
燮
伝
「
建
安
十
五
年
、
孫
權
遣
步
騭



史
観
第
一
七
七
冊

三
六

爲
交
州
刺
史
。
騭
到
、
燮
率
兄
弟
奉
承
節
度
」

（
18
）	

文
帝
が
指
定
し
た
十
品
目
の
う
ち
、
香
・
大
貝
・
明
珠
・
象
牙
・

犀
角
・
玳
瑁
・
孔
雀
・
翡
翠
の
八
品
目
が
士
燮
の
献
上
品
と
一
致
し

て
い
る
。
ま
た
、
長
鳴
鶏
に
つ
い
て
は
漢
代
に
交
趾
の
産
物
と
し
て

献
上
し
た
前
例
が
見
え
（『
太
平
御
覧
』
巻
九
一
八
羽
族
部
五
・
雞

条
引
『
西
京
雑
記
』「
成
帝
時
、
交
趾
・
越
巂
獻
長
鳴
雞
」）、
士
氏
政

権
の
献
上
品
に
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
19
）	

川
手
翔
生
「
嶺
南
士
氏
交
易
考
」（『
史
滴
』
三
四
、
二
〇
一
二
）

（
20
）	

『
三
国
志
』
巻
一
一
魏
書
公
孫
度
伝 

裴
注
引
『
魏
書
』「
臣
父
康
、

昔
殺
權
使
、
結
爲
讎
隙
」）。

（
21
）	

た
だ
し
、『
三
国
志
』
呉
書
呉
主
伝
・
黄
武
元
年
条
に
、「
權
使
太

中
大
夫
鄭
泉
聘
劉
備
于
白
帝
、
始
復
通
也
。
然
猶
與
魏
文
帝
相
往

來
、
至
後
年
乃
絕
」
と
あ
り
、
蜀
漢
と
の
関
係
修
復
後
も
、
文
帝
と

の
使
者
の
往
来
は
継
続
し
て
い
た
。

（
22
）	

『
三
国
志
』
巻
四
三
蜀
書
呂
凱
伝
「
闓
又
降
於
吳
、
吳
遙
署
闓
爲

永
昌
太
守
」

（
23
）	

『
三
国
志
』
巻
三
一
蜀
書
劉
璋
伝
「
璋
卒
、
南
中
豪
率
雍
闓
據
益

郡
反
、
附
於
吳
。
權
復
以
璋
子
闡
為
益
州
刺
史
、
處
交
・
益
界
首
」

（
24
）	

鄧
芝
が
使
者
と
し
て
呉
に
派
遣
さ
れ
た
際
、
雍
闓
に
よ
っ
て
呉
に

送
ら
れ
た
益
州
太
守
張
裔
の
返
還
交
渉
も
行
わ
れ
て
い
る
（『
三
国

志
』
巻
四
五
蜀
書
鄧
芝
伝
・
同
巻
四
一
蜀
書
張
裔
伝
）。 

（
25
）	

松
尾
亜
季
子
氏
は
諸
葛
亮
の
南
征
の
目
的
に
つ
い
て
、
①
漢
の
衰

退
に
よ
り
断
絶
し
て
い
た
「
西
南
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
の
再
開
、
②

兵
力
・
土
地
開
発
の
た
め
の
人
的
資
源
確
保
、
③
呉
と
益
州
と
の
間

の
ル
ー
ト
の
遮
断
、
の
三
点
を
挙
げ
た
上
で
、
南
征
は
「
在
地
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
掌
握
と
孫
呉
へ
の
牽
制
を
同
時
に
可
能
に
す
る
手

段
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
（
松
尾
亜
季
子
「
蜀
漢
の
南
中
政
策
と

『
西
南
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』」『
三
国
志
研
究
』
六
、
二
〇
一
一
）。

（
26
）	

『
三
国
志
』
巻
五
三
呉
書
薛
綜
伝
「
今
日
交
州
雖
名
粗
定
、
尚
有

高
涼
宿
賊
。
其
南
海
・
蒼
梧
・
鬱
林
・
珠
官
四
郡
界
未
綏
、
依
作
寇

盜
、
專
爲
亡
叛
逋
逃
之
藪
」

（
27
）	

呂
岱
は
交
州
平
定
後
、
扶
南
・
林
邑
等
に
遣
使
し
、
貢
納
を
受
け

て
い
る
（『
三
国
志
』
呉
書
呂
岱
伝
「
岱
既
定
交
州
…
…
遣
從
事
南

宣
國
化
、
暨
徼
外
扶
南
・
林
邑
・
堂
明
諸
王
、
各
遣
使
奉
貢
」）。
南

方
物
産
が
交
州
に
お
い
て
入
手
出
来
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
更
に
南

方
の
国
々
か
ら
こ
れ
ら
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
か
。
尚
、
呂
岱
の
遣

使
に
つ
い
て
は
、
杉
本
直
治
郎
「
三
国
時
代
に
お
け
る
呉
の
対
南

策
」（『
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
Ⅰ
』
巌
南
堂
書
店
、
一
九
六
八
）
や
菊

池
大
「
孫
呉
・
東
晋
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
」（
鈴
木
靖
民
・
金
子
修

一
編
『
梁
職
貢
図
と
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一

四
）
等
の
研
究
が
あ
る
。

（
28
）	
『
三
国
志
』
呉
書
呉
主
伝
・
黄
武
五
年
条
「
是
歲
、
分
交
州
置
廣

州
、
俄
復
舊
」

（
29
）	

『
三
国
志
』
呉
書
呉
主
伝
・
黄
龍
元
年
条
「
五
月
、
使
校
尉
張
剛
・
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七

管
篤
之
遼
東
」『
三
国
志
』
呉
書
呉
主
伝
・
嘉
禾
元
年
条
「
三
月
、
遣

將
軍
周
賀
・
校
尉
裴
潛
乘
海
之
遼
東
」

（
30
）	
『
三
国
志
』
魏
書
公
孫
度
伝 

裴
注
引
『
魏
書
』「
孫
權
慕
義
、
不
遠

萬
里
、
連
年
遣
使
、
欲
自
結
援
」

	

ま
た
、『
三
国
志
』
魏
書
公
孫
度
伝
の
裴
注
に
引
く
『
呉
書
』
中
の

公
孫
淵
か
ら
孫
権
へ
の
上
表
に
も
、「
葛
都
尉
」
と
い
う
呉
主
伝
に

見
え
な
い
使
者
の
名
が
あ
る
（「
前
後
裴
校
尉
・
葛
都
尉
等
到
、
奉

被
敕
誡
」）。

（
31
）	

同
「
冬
十
月
、
魏
遼
東
太
守
公
孫
淵
遣
校
尉
宿
舒
・
閬
中
令
孫
綜

稱
藩
於
權
、
并
獻
貂
馬
。
權
大
悅
、
加
淵
爵
位
」

（
32
）	

『
三
国
志
』
巻
二
五
魏
書
辛
毗
伝
「
竊
聞
諸
葛
亮
講
武
治
兵
、
而

孫
權
市
馬
遼
東
、
量
其
意
指
、
似
欲
相
左
右
」

（
33
）	

『
三
国
志
』
魏
書
公
孫
度
伝 

裴
注
引
『
呉
書
』「
退
念
人
臣
交
不
越

境
、
是
以
固
守
所
執
、
拒
違
前
使
」

（
34
）	

『
三
国
志
』
魏
書
公
孫
度
伝
「
權
遣
使
張
彌
・
許
晏
等
、
齎
金
玉

珍
寶
、
立
淵
為
燕
王
」

（
35
）	

年
代
は
、『
三
国
志
』
巻
一
四
魏
書
蒋
済
伝
の
裴
注
に
引
く
『
戦

略
』
に
よ
る
（「
太
和
六
年
、
明
帝
遣
平
州
刺
史
田
豫
乘
海
渡
、
幽

州
刺
史
王
雄
陸
道
、
并
攻
遼
東
」）。

（
36
）	

『
三
国
志
』
巻
五
二
呉
書
張
昭
伝
「
淵
背
魏
懼
討
、
遠
來
求
援
、

非
本
志
也
」

（
37
）	

『
三
国
志
』
呉
書
呉
主
伝
・
嘉
禾
二
年
条
「
舉
朝
大
臣
、
自
丞
相

雍
已
下
皆
諫
、「
以
爲
淵
未
可
信
、
而
寵
待
太
厚
。
但
可
遣
吏
兵
數

百
護
送
舒
・
綜
」。
權
終
不
聽
」

（
38
）	

同
「
三
月
、
遣
舒
・
綜
還
、
使
太
常
張
彌
・
執
金
吾
許
晏
・
將
軍

賀
達
等
將
兵
萬
人
、
金
寶
珍
貨
、
九
錫
備
物
、
乘
海
授
淵
」

（
39
）	

『
三
国
志
』
魏
書
公
孫
度
伝 

裴
注
引
『
魏
名
臣
奏
』「
宿
舒
親
見
賊

權
軍
眾
府
庫
、
知
其
弱
少
不
足
憑
恃
、
是
以
決
計
斬
賊
之
使
」

（
40
）	

『
三
国
志
』
呉
書
呉
主
伝
・
嘉
禾
二
年
条
「
淵
果
斬
彌
等
、
送
其

首
于
魏
、
沒
其
兵
資
」

（
41
）	

『
三
国
志
』
巻
五
八
呉
書
虞
翻
伝
に
よ
る
と
、「
南
海
の
珠
」
が

「
珍
宝
」
の
代
表
例
で
あ
っ
た
（「
聞
玉
出
崑
山
、
珠
生
南
海
、
遠
方

異
域
、
各
生
珍
寶
」）。
こ
こ
で
の
「
珍
宝
」
も
「
珠
」
等
の
南
方
物

産
の
可
能
性
は
高
い
。
遼
東
と
の
関
係
に
お
い
て
も
南
方
物
産
が
役

立
て
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
42
）	

『
三
国
志
』
魏
書
公
孫
度
伝
「
權
遣
使
張
彌
、
許
晏
等
、
齎
金
玉

珍
寶
、
立
淵
為
燕
王
」

（
43
）	

『
三
国
志
』
呉
書
呉
主
伝
・
嘉
禾
元
年
条
「
秋
九
月
、
魏
將
田
豫

要
擊
、
斬
賀
于
成
山
」

（
44
）	

『
三
国
志
』
呉
書
薛
綜
伝
「
時
公
孫
淵
降
而
復
叛
、
權
盛
怒
、
欲

自
親
征
。
…
…
時
羣
臣
多
諫
、
權
遂
不
行
」

（
45
）	
『
三
国
志
』
呉
書
陸
遜
伝
、
同
巻
五
七
呉
書
陸
瑁
伝
、
同
呉
書
薛

綜
伝

（
46
）	

黎
虎 
註
2
前
掲
「
孫
権
対
遼
東
的
経
略
」、
菊
地
大 

註
3
前
掲



史
観
第
一
七
七
冊

三
八

「
孫
呉
政
権
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
」、
余
昊
奎 

註
7
前
掲
「
三
世

紀
前
半
の
東
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
と
高
句
麗
の
対
外
政
策
」

（
47
）	
『
三
国
志
』
呉
書
呉
主
伝
・
嘉
禾
二
年
条 

裴
注
引
『
呉
書
』「
閒
一

年
、
遣
使
者
謝
宏
・
中
書
陳
恂
拜
宮
爲
單
于
、
加
賜
衣
物
珍
寶
」

（
48
）	

菊
地
大 
註
3
前
掲
「
孫
呉
政
権
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
」、
渡
邉

義
浩 

註
4
前
掲
「
孫
呉
の
国
際
秩
序
と
亶
州
」

（
49
）	

『
三
国
志
』
巻
三
〇
魏
書
東
夷
伝
・
高
句
麗
条
「
漢
光
武
帝
八
年
、

高
句
麗
王
遣
使
朝
貢
、
始
見
稱
王
」

（
50
）	

『
三
国
志
』
魏
書
文
帝
紀
・
延
康
元
年
条
「
濊
貊
扶
餘
單
于
、
焉

耆
・
于
闐
王
皆
各
遣
使
奉
獻
」

（
51
）	

『
三
国
志
』
魏
書
東
夷
伝
・
夫
余
条
「
夫
餘
王
尉
仇
台
更
屬
遼
東
」

（
52
）	

『
三
国
志
』
巻
二
八
魏
書
毌
丘
倹
伝
に
、
魏
の
遼
東
出
兵
に
際
し
、

「
右
北
平
烏
丸
単
于
」
ら
が
降
っ
た
記
述
が
見
え
る
（「
右
北
平
烏
丸

單
于
寇
婁
敦
・
遼
西
烏
丸
都
督
率
眾
王
護
留
等
、
昔
隨
袁
尚
奔
遼
東

者
、
率
眾
五
千
餘
人
降
」）。

（
53
）	

孫
権
は
単
于
に
封
ず
る
と
共
に
「
衣
物
珍
寶
」
を
与
え
て
い
る

（
註
47
参
照
）
が
、
こ
れ
も
位
宮
の
歓
心
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。「
珍
宝
」
に
つ
い
て
は
註
41
も
参
照
。

（
54
）	

『
三
国
志
』
魏
書
明
帝
紀
・
青
龍
四
年
条
「
秋
七
月
、
高
句
驪
王

宮
斬
送
孫
權
使
胡
衞
等
首
、
詣
幽
州
」

（
55
）	

菊
地
大 

註
3
前
掲
「
孫
呉
政
権
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
」、
余
昊

奎 

註
7
前
掲
「
三
世
紀
前
半
の
東
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
と
高
句
麗

の
対
外
政
策
」

（
56
）	

『
三
国
志
』
巻
二
二
魏
書
衞
臻
伝
「
幽
州
刺
史
毌
丘
儉
上
疏
曰
、

「
陛
下
即
位
已
來
、
未
有
可
書
。
吳
・
蜀
恃
險
、
未
可
卒
平
、
聊
可

以
此
方
無
用
之
士
克
定
遼
東
」」

（
57
）	

『
三
国
志
』
魏
書
公
孫
度
伝
「
二
年
春
、
遣
太
尉
司
馬
宣
王
征
淵
」

（
58
）	

『
三
国
志
』
魏
書
公
孫
度
伝 

裴
注
引
『
魏
書
』「
遣
使
謝
吳
、
自
稱

燕
王
、
求
爲
與
國
」、『
三
国
志
』
魏
書
公
孫
度
伝 

裴
注
引
『
漢
晋

春
秋
』「
公
孫
淵
自
立
、
稱
紹
漢
元
年
。
聞
魏
人
將
討
、
復
稱
臣
於

吳
、
乞
兵
北
伐
以
自
救
吳
人
欲
戮
其
使
、
羊
衜
曰
、「
不
可
、
是
肆

匹
夫
之
怒
而
捐
霸
王
之
計
也
。
不
如
因
而
厚
之
、
遣
奇
兵
潛
往
以
要

其
成
。
…
…
」
權
曰
、「
善
」」

（
59
）	

註
27
・
41
・
53
も
参
照
。
ま
た
、
黄
龍
年
間
以
降
の
南
方
物
産
の

入
手
先
と
し
て
は
、
孫
権
が
夷
州
（
台
湾
）・
珠
崖
（
海
南
島
）
へ

の
派
兵
を
企
図
し
た
こ
と
（『
三
国
志
』
呉
書
陸
遜
伝
「
權
欲
遣
偏

師
取
夷
州
及
朱
崖
、
皆
以
諮
遜
」）
に
も
着
目
さ
れ
る
が
、
紙
幅
が

な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
60
）	

西
嶋
定
生
「
六
―
八
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史 

第
二
巻
古
代
二
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
）

（
61
）	

西
嶋
定
生
『
邪
馬
台
国
と
倭
国
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
）


